
セモンジンガサハムシ
前
まえ

ばねが大
おお

きく、横
よこ

に広
ひろ

がるかたちをしてい
る。葉

は

にとまっている
と、からだはすっぽりと
はねにおおわれて、あし
もはねの下

した

にかくれてし
まうんだ。アリなどに不

ふ

用
よう

意
い

にあしをひっぱられ
ることをふせいでいるの
だろうね。

ナナホシテントウ
テントウムシはきけんだとわかると、あしをちぢめて死

し

んだふりをする。こうすると丸
まる

っこいからだの外
そと

には突
とっ

起
き

物
ぶつ

は出
で

ないので、アリなどにかみつかれるおそれもない。さらにつつけばころりと落
お

ちる。落
お

ちたときに、あおむ
けになってしまったら、ふつうの虫

むし

はあしをつかっておきあがるけれど、テントウムシはあしが短
みじか

いのでそうはいか
ない。はねを開

ひら

いてそのはねをじょうずにつかっておきあがるんだ。ジンガサハムシも同
おな

じおきあがり方
かた

をするよ。

種
しゅ

類
る い

の多
お お

い甲
こ う

虫
ちゅう

類
る い

には、個
こ

性
せ い

的
て き

なからだをもつものが
たくさんいます。みんなちがって、みんなおもしろい。
そんな虫

むし

たちを見
み

てみましょう。

個
こ

性
せ い

的
て き

なからだ

この長
なが

い触
しょっ

覚
かく

は太
ふと

くてじょうぶ。あお
むけにひっくりかえってしまったときには、
触
しょっ

覚
かく

をじょうずにつかっておきあがるよ。

ジンガサハムシはあしが短
みじか

い。だから、
はねの下

した

にかくせる。

日
に

本
ほん

のジンガサハムシは、はねはほとんどとうめいで、金
きん

色
いろ

にかがや
く。この色

いろ

は生
い

きているときだけのもので、死
し

ぬと茶
ちゃ

色
いろ

になってしま
う。はねの内

ない

部
ぶ

や、はねとからだのあいだで光
ひかり

が反
はん

射
しゃ

したり屈
くっ

折
せつ

した
りして出

で

る色
いろ

（構
こう

造
ぞう

色
しょく

とよばれるまぼろしの色
いろ

）だからだ。

体
たい

長
ちょう

の１〜1.5倍
ばい

ほども
ある長

なが

い触
しょっ

角
かく

と巨
きょ

大
だい

な
目
め

が目
め

立
だ

つ個
こ

性
せい

的
てき

な顔
かお

つ
き。あしをひらいてと
ぶ。おこると、むねをす
り合

あ

わせてキイキイとい
う音
おと

まで立
た

てる。

シロスジカミキリムシ
体
たい

長
ちょう

が５cmもあるカミキリムシ。オスもメスもするど
い大

おお

あごをもつものが多
おお

いけれど、とくにシロスジカミ
キリムシのなかまの大

おお

あごはするどい。肉
にく

食
しょく

でない
のにするどい理

り

由
ゆう

は、木
き

の幹
みき

のなかに産
う

みつけら
れて育

そだ

つため、成
せい

虫
ちゅう

になると木
き

をけずって外
そと

に脱
だっ

出
しゅつ

しないとならないからだよ（２時
じ

間
かん

ほどかかる）。

甲
こ う

虫
ちゅう

類
る い

甲
こう

虫
ちゅう

類
るい

には、カブトムシ、クワガタ
ムシ、ゾウムシ、カミキリムシ、オサ
ムシ、テントウムシなど、種

しゅ

類
るい

がいろ
いろあります。ゲンゴロウもホタルも
甲
こう

虫
ちゅう

です。甲
こう

虫
ちゅう

のとくちょうは、前
まえ

ば
ねと後

うし

ろばねのかたちや、かたさがち
がうところです。後

うし

ろばねはやわらか
くて大

おお

きいですが、前
まえ

ばねはかたく
て、からだをおおうようになっていま
す。だから、からだがかたくてじょう
ぶで小

ちい

さくまとまっています。からだ
を小

ちい

さくかたくすることで、せまいと
ころやすきまにも、どんどんもぐりこ
んでいけます。木

き

の皮
かわ

の下
した

や、土
つち

のな
かなどにもいます。

・もっと知
し

りたい・
●へんてこなからだの甲

こう

虫
ちゅう

たち

オトシブミ
ゾウムシのなかまのオトシブミは、オスは首

くび

（頭
とう

部
ぶ

）が長
なが

く、メスは首
くび

が短
みじか

い種
しゅ

類
るい

が多
おお

い。オス
の首

くび

が長
なが

いのは、ケンカの道
どう

具
ぐ

につかうためだ。メ
スをめぐって、オスは首

くび

をぶつけあって相
あい

手
て

を葉
は

か
ら落

お

とそうとするよ。

イタヤハマキチョッキリ
チョッキリはオトシブミのなかま。触

しょっ

覚
かく

のある
場
ば

所
しょ

がオトシブミとちがうよ。

オトシブミやチョッ
キリは、産

さん

卵
らん

のときに長
なが

い口
くち

をつかって、葉
は

っぱ
をまき、つつのような入

い

れものをつくるよ。24
ページを見

み

てね。

オスもメスも口
くち

の先
さき

はハサ
ミのようになっていて、葉

は

にあなをあけて食
た

べる。

ベニヒラタムシ。からだがいち
じるしく平

ひら

たく、せまいところ
にもぐりこむのに便

べん

利
り

。

ヒゲコガネ。オスは角
つの

のような
大
おお

きな触
しょっ

覚
かく

がとくちょう。長
なが

い触
しょっ

覚
かく

でメスをさがす。

トサヒラズゲンセイ。四
し

国
こく

より
南
みなみ

に生
せい

息
そく

するめずらしい虫
むし

。あ
ざやかな紅

べに

色
いろ

で、オスはクワガタ
ににた強

きょう

力
りょく

なあごをもっている。

●死
し

んだふりをしているテントウムシのおきあがり方
かた

チョッキリは触
しょっ

覚
かく

の
ある部

ぶ

分
ぶん

より先
さき

が長
なが

く、木
き

の実
み

にあなをあ
けるときには、オトシ
ブミより便

べん

利
り

そうだ。

かっこいいからだ
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